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１ はじめに

この資料は、Skyworks 社からリリースされているクロックジェネレータ、ジッタクリーナーの

製品シリーズである Si53xx に関する、レジスタ値算出用 兼 評価基板制御用の GUI ツール

(ClockBuilder Pro)の主な操作手順を御案内します。

一例として、各設定画面はクロックジェネレータ(Si5340/41)を選択時のものを表示しています。

また、Clock Builder Pro は一部の古い製品ラインナップには対応しておりません。

どの型番に対応しているかは、Skyworks 社からリリースされている Readme 資料をご参照ください。

以下 URL からダウンロード可能です。

【ClockBuilder Pro README】

https://tools.skyworksinc.com/timingfiles/latest-tools/ClockBuilder-Pro-README.pdf

https://tools.skyworksinc.com/timingfiles/latest-tools/ClockBuilder-Pro-README.pdf
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レジスタ値 決定後、専用型番取得

必要項目に情報を入力し、型番を取得します。

２ 周波数の設定方法

Si5340 はプログラマブルなクロックジェネレータですので、レジスタ値を設定する必要があります。

設定するレジスタ値については、専用のソフトウェア(ClockBuilderPro)を使用することにより

レジスタ設定を容易に決定することができます。

Si5340 のプログラム方法については 3 種類用意しております。

① 工場出荷時、初期値を不揮発メモリに書込む

② ユーザー側にて初期値を不揮発メモリ書込む(シリアル経由で 2 回まで書込み可能)

③ シリアル通信経由でレジスタ値を設定(パワーオン後、毎回設定する必要がございます)

①工場出荷時、不揮発メモリへの書込みの場合、ClockBuilderPro で設定後、専用型番を取得します。



TSCXXX-XXXXX

ver. 1.2 2022 年 11 月   5/12      TecStar Company

②ユーザー側での不揮発メモリ書込みについては、

Si5340/41 リファレンスマニュアル P13～14 3.2 NVM Programming 項を参照してください。

https://www.skyworksinc.com/-/media/SkyWorks/SL/documents/public/reference-manuals/Si5341-40-D-RM.pdf

③パワーオン後、SPI または、I2C のシリアル通信経由でレジスタ値を書込みます。

https://www.skyworksinc.com/-/media/SkyWorks/SL/documents/public/reference-manuals/Si5341-40-D-RM.pdf
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３ 開発用 GUI ツール ClockBuilder Pro の主な操作手順

入手先 URL: Skyworks | Timing - Clockbuilder Pro Software (skyworksinc.com)

GUI 起動後の各設定画面についてご紹介します。

8 文字に満たない場合、NULL(0x00)で埋めます

8 文字以内の任意の名称がつけられます

8 文字に満たない場合、SPACE(0x20)で埋めます

https://www.skyworksinc.com/en/application-pages/clockbuilder-pro-software
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【シリアル通信の設定画面】

【入力クロックの設定画面】

I2C、SPI の選択は

I2C_SEL ピンで行います
SPI モードを選択します

I2C アドレスを変更できます

ホスト I/O の電圧に合わせます

設定が正しくない場合 Error 表示されます。

また、何らかの問題がある場合 Issue と表示されます

入力クロックを指定します

ゼロディレイバッファーとして

使用する場合チェックします

入力が 1 本の場合

選択できません
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【出力クロックの設定画面】

  【出力ドライバーの設定画面】

出力クロックを指定します

周波数生成ができない場合 Error が表示されます。

CMOS 出力があるため Note が出ています。Note 内容を確認しチェックすると Note は消えます。

Warning と表示が出た際も、問題がなければ、同様の手順で消すことが可能です。

出力ドライバーを指定します
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【DCO(Digitally Controlled Oscillator Mode の設定画面】

動作中に ppm オーダーで出力周波数を切り替える機能を DCO Mode と呼んでいます。機能の詳細について

は Reference Manual を御参照下さい。特に使用予定が無ければそのまま Next をクリックして下さい。

【Configure Frequency Planner 設定画面】

出力クロックチャンネルのうち、どのチャンネルを最もジッタを抑圧させるかの設定ができます。

クロック受信側 IC のジッタ規定にも依存しますが、1ch だけジッタ規定が厳しいという特定の要求が無い限り

は、Default 設定である”Maximize the number of low jitter outputs”を選択したまま Next をクリックして下さい。
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【LOS 検出の設定画面】

【/INTR の設定画面】

検出条件を指定します

割込み要因を指定できます
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Step 8 の Interrupt Pin で設定画面は終了ですのでプロジェクトファイルをセーブしてください。

デザインレポートやレジスタファイルの生成も可能です。

ファイルをセーブします

レジスタファイルを生成します

レポートファイルを生成します
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 改版履歴

Version 改定日 改定内容

1.0 2018 年 03 月 ・新規作成

1.1 2022 年 10 月 ・Silicon Labs 表記・ロゴの変更(Silicon Labs⇒Skyworks)

1.2 2022 年 11 月 ・「はじめに」項に Skyworks 社発行の CBPro Readme 資

料の案内(URL)追記

参考文献

⚫ Data sheet

⚫ Reference Manual

本社

〒222-8561 横浜市港北区新横浜 1-6-3 TEL 045-470-9841  FAX 045-470-9844

免責、及び、ご利用上の注意
弊社より資料を入手されましたお客様におかれましては、下記の使用上の注意を
一読いただいた上でご使用ください。

1. 本資料は非売品です。許可無く転売することや無断複製することを禁じます。

2. 本資料は予告なく変更することがあります。

3. 本資料の作成には万全を期していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお

気づきの点がありましたら、弊社までご一報いただければ幸いです。

4. 本資料で取り扱っている回路、技術、プログラムに関して運用した結果の影響につい

ては、責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

5. 本資料は製品を利用する際の補助的なものとしてかかれたものです。製品をご使用

になる場合は、メーカーリリースの資料もあわせてご利用ください。


